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農業講演会

松田股法講演会を 1月

22日中央公民館で開催

しますので、多数聴講

くださいロ (時間は

未定) (農業委員会〕
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!市民税、保険税 |

に督 促状

1月28日付で市民
税第四期分、保険
税 1月分の督促状
を出しますので、
未納の方は早めに
納めてくださL、。

(ー〉

償却資産を未

申告のかたへ

償却資産の申告は 1月16日
まででしたが、未申告のか

たは早く申告してください

なお、申告について不明の

点は税務課または出張所に

おたずねください。

新
就
学
児
の

お
か
あ
さ

ん
J¥  

と
も
に
目
覚
し
役
と
気
分
を
サ
ッ

パ
け
さ
せ
る
役
目
が
中
心
で
す
。

便
ろ
歯
ブ
ラ
シ
は
、
豚
毛
の
も
の

が
も
っ
と
も
よ
く
、
年
令
に
相
応

し
た
大
き
さ
を
選
ん
で
く
だ
さ
い

磨
き

方

は
上
下
運
動
、
歯
の
カ

ミ
合
せ
商
を
卒
に
、
歯
の
内
側
の

順
に
な
り
ま
す
が
、
と
く
に
奥
歯

は
、
食
物
の
カ
ス
が
溜
り
易
い
の

で
注
意
し
て
磨
く
と
と
で
す
。

向
を
み
が
く
習
慣
を

よ

い

子

の

ハ

ミ

ガ

キ

す
で
に
ご

承
知
の
よ

う
に
、
今

年
の
二
月

か
ら
三
月

一

一

①

予

防
注
射
を
受
げ
た
当
日
お
よ

に
か
け
て

一

注
射
を
受
け
る
と
き
は
、
お
医
一び
そ
の
翠
日
は
、
安
静
に
す
る
必

阻
和
三
十
一
者
さ
ん
が
必
ず
お
子
さ
ん
の
か
ら
一要
が
あ
る
の
で
、
激
し
い
運
動
や

-

四

年

七

月

一だ
の
調
子
を
、
い
ろ
い
ろ
聞
く
と

一お
風
呂
に
入
る
乙
と
は
さ
け
て
く

子
ど
も
が
ム
シ
歯
に
侵

さ

れ

る

一

一

一

一

一

日

か

ら

一

と

に

な

っ

て

い

ま

す

の

で

と

の

時

一だ
さ
い
。

傾
向
は
二
才
で
約
六
割
、
一ニ
才
で
一

一

一

一

三

十

五

年

一

は

く

わ

し

く

健

醍

状

態

を

話

し

て

一⑦
注
射
し
た
部
分
が
少
し
赤
く
な

約
八
割
、
四
1
五
才
で
九
割
以
上

一

一

一

一

六

月
三
十
一
く
だ
さ
い
。

一
っ
た
り
、
腕
が
だ
る
く
な
っ
た
り

と
い
わ

れ

て

い

ま

す

。

一

一

一

一

日

ま
で
の

一

と
く
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
場
合
は

一熱
が
出
た
り
す
る
と
と
が
あ
り
ま

歯
が
悪
い
と
、
栄
養
の
吸
収
に
一

一

一

一

聞

に
生
ま

一お
医
者
さ
ん
に
よ
く
相
談
し
て
く

一す
が
、
持
通
二
J
Z
一
目
す
る
と
よ

も
大
き
く
響
き
ま
ず
か
ら
、
か
ら
一

‘

一

一

一

れ
た
子
と
一だ
さ
い
。

一く
な
り
ま
す
の
で
ご
心
配
は
い
り

だ
や
頭
脳
の
発
育
に
も
患
い
影
響

一

一

一

一

も
を
対
象

一①
熱
が
あ
る
時
。

一ま
せ
ん
。
し
か
し
、
万

一
か
ら
だ

を
も
た
ら
し
ま
す
。

一

一

i

一

一

に
小
児
マ

一
⑦
心
臓
や
肝
臓
、
腎
臓
な
ど
の
病
一の
調
子
が
普
通
で
な
い
と
き
は
、

ま
だ
と
の
年
令
は
、
そ
ろ
そ
ろ

一

一

一

一

ヒ
の
予
防

一気
に
か
か
っ
て
い
る
時
、
ま
た
か
一す
ぐ
お
医
者
さ
ん
に
み
せ
て
く
だ

最
初
の
大
人
の
歯
{
六
才
臼
歯
)

一

一

一

一

注

射
が
行

一か
っ
た
乙
と
の
あ
る
子
ど
も
。

一さ
い
。

が
生
え
る
時
期
で
す
。
と
の
闘
は

一

一

一

一

な
わ
れ
て

一⑦
病
気
の
な
お
っ
た
直
後
で
、
衰
一③
注
射
し
た
部
分
は
、

清
潔
に
よ

あ
と
か
ら
生
え
て
く
る
多
く
の
大

一

一

一

一

い
ま
す
。

一弱
し
て
い
る
時
。

一ご
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

人
の
歯
巻
、
正
し
い
場
所
に
生
え

一

一

一

一

(
本
紙
二一
④
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
ま
た
は
直
ぐ

一注
射
を
受
け
た
と
き
は
、
母
子
手

さ
せ
る
白
煙
と
な
る
大
事
な
歯
で

一

一

一

一

月
上
旬
号一
ひ
き
つ
け
を
お
乙
す
よ
う
な
体
質
一帳
に
、
そ
の
旨
記
入
し
て
く
だ
さ

し
か
も
ム
シ
歯
に
一
番
な
り
易
い

一

一

一

一に
実
施
臼
を
掲
載
し
て
い
ま
す
)

一の
子
ど
も
。

一
い
。
予
防
注
射
は
三
回
に
分
け
て

の
で
す
。

一

一

一

一予
防
注
射
の
受
け
方
じ
つ
い
て
お

一⑦
そ
の
他
、
少
し
で
も
か
ら
だ
の

一実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
決
め

子
ど
も
さ
ん
の
将
来
の
た
め
に

一

一

一

一か
あ
さ
ん
が
た
は
つ
ぎ
の
こ
と
を

一調
子
が
お
か
し
い
と
思
わ
れ
る
と
一ら
れ
た
回
数
を
受
付
る
よ
う
に
し

も
、
お
か
あ
さ
ん
が
た
が
率
先
し

一

一

一

一
よ
く
知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
一
き
。

一て
く
だ
さ
い
。
(
大
村
保
健
所
)

て
実
「

p
u、
身

も

心

も

健

康

な

あ

一

-

令

子
さ
ん
と
し
て
一
年
生
に
就
学
さ

せ
て
く
だ
さ
い
(
大
村
保
随
所
)

歯
踏
粉
は
ぜ
ひ
使
い
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
掃
を
使
v

つ
の
は
感
心
い

た
し
ま
せ
ん。

と
れ
は
と
石
で
歯

を
削
る
の
と
同
様
な
結
果
で
す。

生
才

1
6
才
が

一
番
危
険
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て菌 いわんでしおが くけだんなみし膝る
いのムて抗がして子たそだきのが刺出て元就乙
まー シ 説るたよマさがれさせ正た激すのか警と
す種歯明「がう ス ん模にいるしはをわ共ら児し
。でをしム ー 。タは範は。こい 、受げ問、は四
作まシ番そ I1直を、 と髄いけで生は一月

の口るじ歯蘭乙しぐ 示支 に康まま、活じお小
菌のパよ C 'Uでて真すず 取習かす身ヘめか学
か中イうのが、し似乙お り 慣ら。も第てあ校
らに菌。 予薄お まをとか かを心お心 一社 さに
出巣は 防い 1うしであ か身 と かも歩会ん入
た日食乳 にとあ乙 、す舌 つにかあ大を人の学
酸つ酸 ついさとそ。ん て着らさきふとおす

少とにベはおいい で乙カ育予にで

き義援守義哲三宝簡をち眠宅会季五認さー
とくが 易原質す雌 はと っ つ歯い第のの
ものきいもや。眠、も ' まやよーで表
辺がはの手甘だ」口ムムて り口うはず賓
室 二 使いか中包シ‘ 歯の に、。が
ず想毎すちもらだ活歯 3ノい z中 、とだ治
主的食。 ての、 と動に長島マ がに食のかけ
訟で後 、を幼いがな 閤 匂 き残ベパらて
いすと ム多児わ休り ド ー のさもイムム
ぞか寝 シく踊 れんやいつ 励なの菌シシ
、一、る歯たにてです 行いのが歯歯

朝 学み
の 前が

歯 語い習 て
み 慣 I眠
が づる

きZE
はくと
だ だ
洗さけ
顔いは
と。入

昭
和
三
十
二
年
七
月
水
害
に
よ
-
っ
て
い
ま
す
。

工
事
期
闘
中
、
同
橋
の
上
流
七

日
り
流
失
し
た
、
大
上

一

橋
脚
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ
イ

一目
の
所
に
仮
橋
を
架
け
て
い
ま

忌
向

一

戸
川
の
水
田
橋
は
新
一
ル
、
長
さ
四
十
五
灯
、
幅
五
・
一
す
が
、
通
行
が
で
き
る
の
は
リ
ヤ

配
町

一
し
く
架
け
る
こ
と
と
一
一
日
、

有
効
幅
員
四

・
五
れ
の

一カ
l
、
自
動
二
輪
車
程
度
ま
で
で

什
川

一
な
り
一
月
十
六
日
か
一
木
橋
で
三
月
二
十
五
日
完
成
の
予一
制
限
重
量
は
0
・
コ
一
ト
ン
で
す
。

仰

d
A
一
ら
工
事
が
は
じ
ま
り
一定
で
す
。

一

(
建
設
課
)

れ

る

ご

品

し

た

。

一

川

き

…
橋
脚
は
つ
ン
ク
リ
一

同

血

圧

の

測

定

な

ど

o
n
』

w

l
ト
パ
イ
ル
、
畏
さ
一

1

橋

ぐ

っ

一

十

一

・

こ

れ

、

一

日

成

人

病

の

予

防

へ

田

バ

一

楠

二

川

、
有
効
幅
一

k
し

一
員
一

・
七
六
れ
の

二
一
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
成
人
一
示

げ

新

…
木
橋
で
、

完
成
は
三
一
病
予
防
週
間
が
行
な
わ
れ
ま
し
た

一ム
実
施
場
所
、
期
日
お
よ
び
時
間

り

~

月

末
の
予
定
で
す
。

一が
、
そ
の
一
賀
行
事
と
し
て
つ
ぎ
一

川
場
所
大
村
保
健
所

真

一

の

と

お

り

大

村

医

師

会

の

協

力

に

一

川

期

日

二

月

十

四

日

、

十

五

日

写

大

上

戸

川

橋

の

一
よ
り
無
料
血
圧
測
定
を
行
な
い
ま

一
(
一
百
聞
)

一
す
。
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
る
よ
う

一
川
時
間
午
後
一
時
か
ら
午
後
四

架
け
替
え

一

一

!

一
お
願
い
し

ま

す

。

一

時

ま

で

川
帽
の
拡
張
に
よ
り
大
上
戸
川
一
ム
実
施
行
事

一
ム
対
象
者

橋
を
架
け
替
え
る
こ
と
と
な
り
、
一

ω血
圧
測
定
(
無
料
)

一
年
令
五
十
才
以
上
の
一
般
市
民

一
月
十
六
日
か
ら
工
事
が
は
じ
ま
~
川
成
人
病
関
係
「
パ
ネ
ル
」
の
展

家
畜
市
場
の
初
市

N
大
村
市
畜
産
農
業
協
同
組
合
連
合
会
で
は
家
畜
市
場
の
開
催
を
準
備
中
で
し
た
が
、
こ
の
た
び
初
市
を
二
月
二
十
二
日
午
前
十
時
か
ら
聞
く
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

場
所
は
森
幽
郷
の
市
農
場
内
家
畜
市
場
で
す
。
多
数
C
利
用
く
だ
さ
い
。
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と し 害家時 も 単中 E

あ 7たこで経りたにで Z
きカが〈あ済のらそ倒
らつるの人 す のれ
めでと う がは家るモ
な。もえ挫 か 庭と
い年いか折りにい
でのえらすで大う 三
、せまもるなさと三
いいし大乙くなと;
っ。よきと、不は"
まなうなは働幸た L
でど。損国きをだ長

よ人う臓意うも :;
う生努病し に 若 E て十五 員度

等て 、 々号く五才 年~ O~ 建
の、卒し..だ日 ま令募産 設
成ガ索く ?さまでは集業省
人ンか元三い で、ニし聞で

(乙_iIi，<病やら気ご 。農希十て発は
保か晴脅高健にさ 林型 二 い 宵 昭
険でし涜凶1康暮 (課者才ま年和
柑きくざ圧官ら 農にはかす隊三
位る楽げ m~ 理せ 林申ニら。中十
説でしる 、にる 説し月三 央六
)しいよ心注よ )出二十 隊年

ヒの予防注射を受け

き気をつけ7こい

予
防
注
射
を

受
け
た
あ
と

と

注

射

を

受

、ヲ

'--

け

る

前

に

小児 マ

させると

田
崎
さ
ん
公
明
選

挙
の

推
進
で
表
彰

大
村
市
中
央
公
民
舘
主
事
国
崎

喜
久
郎
さ
ん
は
、
公
明
選
挙
起
副

の
推
進
に
功
労
が
あ
っ
た
の
で
、

一
月
十
四
日
県
庁
賞
者
室
で
、
長

崎
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
表
彰
は
個
人
で
は
県
下

た
だ
一
人
で
し
た
。

な
お
、
昨
年
十
一
月
に
は
、
社

会
教
育
に
対
す
る
労
力
、
公
民
館

の
育
成
に
尽
力
し
た
功
績
で
全
画

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
(
市
選
管
)

産
穿
開
発
青
年
隊

員
を
募
集

ξ ミミミミミ

1? 

あ
れ

ιτ
ご

ら
ん

お
こ
る
の
が

一
ば
ん
い
け
な
い

ん
だ
っ
て
メ
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乙
の
た
び
二
一月
一一
十
日
ま
で
印
込
み
を
し
て

二
月
二
十
三
日

県
下
一
斉
一
く
だ
さ
い。

一斉
駆
除
の
効
果
を
一
午
後
五
時

に
ね
ず
み
一は
か
る
た
め
申
込
期
日
は
厳
守
し
一各
地
区

一
斉
に
配
布
し
ま
す
。

駆
除
運
動
一
て
く
だ
さ
い
。

一実
施
成
果
報
告
の
お
願

い

が
行
な
わ
一殺
そ
剤
の
費
用

一

殺
そ
成
績
の
優
秀
な
も
の
に
対

れ
ま
す
の
一
殺
そ
刑
は
一
戸
当
り

(十
カ
所
一
し
て
は
市
の
表
彰
を
考
え
て
い
ま

で
、
乙
れ
一程
度
配
置
で
き
ま
す
。

)
を
一
包
一
す
。
乙
の
ほ
か
県
が
表
彰
を
行
な

と
並
行
し
一に
し
て
十
円
で
す
が
、
い
く
ら
申
一
う
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

て
大
村
市
一込
ま
れ
で
も
結
構
で
す
。

一

な
お
、
殺
そ
剤
配
布
の
折
、
殺

で
は
つ
ぎ一

薬

剤

配

布

方

法

-

そ

成
績
調
査
書
も
配
布
し
ま
す
の

の
要
領
で
一

前
記
の
申
込
み
に
よ
り
薬
剤
は

一で、

必
要
事
項
記
入
の
う
え
三
月

実
施
し
ま
一
市
役
所
保
険
衛
生
課
お
よ
び
各
出
一
六
日
ま
で
(
期
日
厳
守
)
総
代
で
取

す。

一
積
所
で
代
金
と
引
換
え
に
現
品
を
一り
ま
と
め
、
保
険
衛
生
課
お
よ
び

お
渡
し
し
ま
す。

一出
張
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

薬
剤
配
布

(二〉

の!gi除ぞってネズ

1遊間で

、、、

(才273号)り

全市こ

よ

殺
そ
剤
(
ネ
コ

午
前
九
時
1

イ
ラ
ズ

団
子

一
号

)
の

使

用

法

と

注

意

(毎月f1日，10日，l 0日発行)

税
務
祭
記
の
講
座

N

S
B
の
税
務
簿
記
ラ
ジ

オ
講
座

「確
定
申
告
早
わ
か

り
」
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

過
去
四
年
間
、
好
評
を
得
て

い
た
国
税
庁
企
画
の
中
小
企
業

税
務
簿
記
講
座
が
、
今
度
か
ら

「
税
金
相
談
室
、
確
定
申
告
早

わ
か
り
」
と
番
組
名
を
変
え
て

二
月
七
日
か
ら
政
送
を
は
じ
め

ま
す
。

ム
放
送
期
間
二
月
七
日
か
ら

一
ニ
月
十

一
日
ま
で

(毎
週
火
、
木
、
土
H
放
送
時

間

午
後
九
時
十
五
分
か
ら
九

時
三
十
分
ま
で
)

ム
講
師

国
税
庁
所
得
税
課
課

長
補
佐
久
田
重
次
郎
氏

な
お
、
乙
の
番
組
の
テ
キ
ス

ト
は
無
料
で
配
布
し
ま
す
の
で

希
望
の
か
た
は
市
商
工
水
産
課

へ
出
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

(
商
工
水
産
課
)

公
務
傷
病
に
よ
る
恩
給

関
係
の
-
請
求
は
三
月
末

ま
で傷病

問
恩
給
の
該
当
者

(
悶
和

二
十
八
年
八
月
一
日
付
法
律
第

百
五
十
五
号
附
則
第
二
十
二
条

で
権
利
が
庄
じ
た

「
い
わ
ゆ
る

昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
以
前

に
お
い
て
旧
第
七
項
症
よ
り
第

四
款
症
ま
た
は
目
症
に
よ
る
傷

病
年
金
ま
た
は
傷
病
賜
金
の
裁

定
を
受
け
た
も
の
で
、
そ
の
陣

‘し
た
ら
一

ヘ
ク

タ

ー

ル

こ

町

一

歩
)
当
立

平

桐
配
置
す
れ
ば
よ

一、

i
:

ー

芯

B
Bこ
芸

討

本
当
こ
感
謝
さ
れ
て
い
る
四
の

い
よ
う
で
す
。

Z
E
喜
l
v
.回

ua
-

一小

:

d

l
J
d
et
--

字
が
あ
る
。
そ
れ
は
市
水
道
課

【
取
り
扱
い
】

一川一一

無
論
迷
信
だ
ろ
う
が
、
ー
昭
和

の

二
号
ポ
ン
プ
所
の
一
大
村
局
四

本
剤
を
取
り
扱
う
と
き
は
、
な
一町一一
の
今
日
ま
で
事
実
と
し
て
人
々

番
筒
話
で
あ
る
。
付
近
に
電
話

る
べ
く
人
間
の
体
臭
が
村
、
三
い
お一w
に
嫌
わ
れ
て
い
る
数
字

投

稿

同

列

P
Z
パ
さ

7

斗
つ
に
箸
ま
た
は
さ
じ
で
取
り
扱一
一
が
あ
る
す
な
わ
ち
四
の

1
1
.一
新

配

引
引
い
一
J

て
て
く
だ
さ
い
。

日

~

h

ロ
民

V

一一
字
で
あ
る
。
全
国
共
通

恥

t
F
-
り。

ま
た
当
所
勤
務
の

一

コ

コ

①
本
剤
は
直
接
手

一…
な
の
が
病
院
の
四
病
棟

一

の

一

賃
の
皆
様
が
交
替
さ

…

一

意

…

に
触
れ
て
も
危
害
一
一
菌

室

、
四
が
な
く

一

民

一

れ
る
が
、
と
な
た
も
が
何

一

注

…

は
あ
り
ま
せ
ん
が

一…
て
五
が
あ
る
か
と
い
え
一

市

↑

好
い
人
ば
か
り
、
夜
半

Y
5
?
p
m

作
業
を
終
っ
て
か
一
…
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
。

rfli-
で
も
迷
惑
な
顔

一
っ
せ

ら
一
応
手
を
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。

何

だ

か

四
は
死
を
連

ず
、
気
易
く
利
用
さ
せ

し
か
し
内
服
す
れ
ば
中
毒
を
起
し

想
ず
る
の
で
ど
乙
で
も
嫌
わ
れ

て

く
だ
さ
る
。

ま
ず
か
ら
取
り
扱
い
に
は
じ
ゅ
う

る
。

四

番
さ
ん
円
あ
り
が
と
う
と

ぶ
ん
注
意
を
し
て
く
だ

さ

い

。

と

こ
ろ
が
一
般
か
ら
は
敬
遠
ざ
い
ま
す
。

②
本
剤
の
中
毒
は
直
ち
に
医
師
の

さ
れ
な
が
ら
、
部
落
民
か
ら
は

手
当
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
応
急
処
置
と
し
て
水
で
三
倍

ぐ
ら
い
に
薄
め
た
オ
キ
シ
フ
ル
か

0
・
一
%
の
過
マ
ン
ガ
ン
酸
加
里

液
な
ど
の
催
吐
中
和
剤
を
用
い
て

胃
洗
糠
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

(
保
険
衛
生
課
)

路
か
ら
少
し
離
れ
た
物
陰
な
と
が
一
た
ベ
る
率
が
よ
く
、
屋
内
の
場
合

適

当

で

す

。

一

は

ニ

J
三
個
ず
つ
紙
に
ひ
ね
っ
て

〔
所
要
個
数
】

一

用
い
る
と
か
え
っ
て
よ
く
食
べ
ま

一
個
か
ら
二
個
以
上
置
く
万
が
一す
。
ま
た
屋
外

(
造
林
地
帯
)
で

害
程
度
が
恩
給
法
別
表
第
一
号

衰
の
三
に
一示
す
第
五
款
症
以
上

に
該
当
す
る
障
害
者
」
)
の
請

求
期
間
も
、
い
よ
い
よ
本
年
三

月
三
十
一
日
で
請
求
権
が
な
く

な
り
ま
す
の
で
、

未
請
求
の
か

た
は
早
急
に
つ
ぎ
の
書
類
を
整

備
し
て
請
求
手
続
を
し
て
く
だ

さ
い
。
①
恩
給
診
断
萱
一
部

(昭
和

二
十
九
年
四
月
一
日
の
現
症
を

表
示
し
た
も
の
)

λ
j
d

状
経
過
脅
二
部

①
傷
病
年
金
ま
た
は
傷
病
賜

金
の
裁
定
を
受
け
た
以
降
昭
和

二
十
九
年
四
月
一

日
ま
で
の
聞

に
お
い
て
、
医
師
の
診
療
を
受

け
た
乙
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の
都

度
の
診
断
詔
各
々
二
部

④
戸
籍
謄
本
ま
た
は
戸
籍
抄

本
一
部
⑤
傷
病
年
金
証
書
ま
た
は
裁

定
通
知
書

(
福
祉
事
務
所
)

ペ
ン
字
を
習
い
た
い

か
た
へ

昭
和
三
十
五
年
度
中
央
公
民

館
成
人
学
校
と
し
て
ぺ
ン
習
字

講
座
を
三
カ
月
に
わ
た
り
実
施

い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

多
数

の
受
講
者
が
あ
り
、
一
応
盛
会

に
終
了
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後

受
講
生
の
有
志
が
相
集
い
自
分

違
の
会
と
し
て
自
主
的
な
ベ
ン

習
字
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
る
乙
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
参
加
希

望
の
か
た
は
お
申
込
み
く
だ
さ

ム
実
施
期
日
H
毎
週
月
、
木
昭

(第

一
回
は
三
十
六
年
三
月
二

日

(木
)
午
後
六
時
J
八
時
ま

で
)

ム
会
場
H
申
央
公
民
館
(
玄
関

二
階
会
議
室
)

ム
会
員
日
原
則
と
し
て
成
人
学

校
受
講
者
三
十
名
を
限
度
と
し

て
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す。

ム
申
込
場
所
H
中
央
公
民
舘

ム
用
具
H
成
人
学
校
の
と
き
と

同
じ
ム
締
切
期
日
H
二
月
末
日
ま
で

(定
員
超
過
の
時
は
期
目
前
に

締
切
る
予
定
で
す。

)

ム
指
導
講
師
日
必
要
に
応
じ
前

講
師
を
お
願
い
す
る
予
定
で
す

ム
会
費
けい必
要
に
応
じ
て
協
議

決
定
す
る
予
定
で
す
。

(ペ
ン
習
字
グ
ル
ー
プ
準
備
委

員
)

…

大

高

か

ら

b
願

い

川

E
=
=
=Z
E
E
--FEE
--E
=
===
E
--HE-
-E
E-
-一三
FE
E
-
-
王
目
玉
EF-
-=
=
=
=-F
EE--=
=
==Ez--EEE--Ez--E「

大
村
高
等
学
校
定
時
制
は
働

き
な
が
ら
学
ぶ
生
徒

(
勤
労
学

徒
)
に
高
等
学
校
の
教
育
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
、
県
に

・

大
村
市
が
協
力
し
て
運
営
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

現
在
は
三
百
二
十
名
の
生
徒

が
夜
六
時
か
ら
九
時
十
五
分
ま

で
一
生
け
ん
め
い
に
な
っ
て
勉

学
に
い
そ
し
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
中
に
は
、
一ニ
十
才
に
な
っ
た

空
徒
も
お
り
、
庖
員
、
自
衛
隊

員
、
看
護
婦
さ
ん
等
も
お
り
ま

す
。そ

し
て
た
だ
社
会
の
進
歩
に

お
く
れ
を
取
る
ま
い
、
自
分
の

力
で
将
来
を
開
拓
し
よ
う
と
熱

心
に
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
今

年
の
中
学
卒
業
庄
の
数
が
非
常

に
少
な
い
の
で
、
ま
だ
募
集
定

員
八
十
名
に
は
達
し
て
い
ま
せ

ん
。
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
思
い

ま
ず
か
ら
、
か
ね
て
勉
強
し
た

い
と
思
っ
て
お
る
人
々
は
ぜ
ひ

と
の
際
出
願
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
願
書
受
付
は
二
月
十

日
か
ら
二
十
日
ま
で
に
な
っ
て

い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
大

村
高
校
か
出
身
中
学
校
に
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。(
大
村
高
校
)

つ新
い遁
て路
の受 .
論通
文法
とに

体
験

談
を
募
集

(部
落
民
)

公
売
お
知
ら
せ

市
税
滞
納
に
よ
り
、
差
押
え

た
財
産
を
つ
ぎ
の
と
お
り
、
公

売
に
付
し
ま
ず
か
ら
、
買
受
希

望
者
は
当
日
定
刻
ま
で
に
、
印

鑑
持
参
の
う
え
と
参
集
く
だ
さ

ム
日
時
二
月
二
十
七
日
午

前
十
時

ム
公
売
場
所
市
役
所
税
務
課

ム
公
売
万
法

一
般
競
争
入
札

ム
公
売
保
証
金
見
積
価
格
の

百
分
の
十

…
被
保
険
者
証
の
無
効
公
告

…

六
一
一
六
九

三
二
九
五
八

j歪 WI
/11む内

関
雄

海
仁
会
住
宅

羽
・
1
・ー
そ
の
他

カ
タ
赤
佐
古
一
八
二
部
・
日
・
お

転

山

ム
代
金
約
付
則
限

三
月
六
日

午
前
十
一
時

ム
農
地
の
公
売
に
つ
い
て
は、

県
知
事
の
発
す
る
、
適
格
証
明

書
を
有
す
る
も
の
に
限
り
入
札

を
許
可
す
る。

公
売
物
件

①
立
福
寺
郷
尾
上
七
百
十
凶
醤

畑
五
畝
十
八
歩

②
野
田
郷
石
坂
千
四
百
二
番

田
七
畝
二
十
七
歩

同
右
千
四
百
二
十
八
番
第
二

山
林
一

畝
五
歩

野
田
郷
笠
山
千
四
百
七
十
六
番

第

一

山
林
ニ
畝
二
十
一
歩

同

右

千
四
百
七
寸
六
番
第
二

山
林
二
畝
十
八
歩

②
満
陸
郷
伊
賀
峰
五
百
五
十
五

番
山
林
一
反
七
畝
八
歩

①
今
村
郷
鳩
宗
二
千
五
落
田

九
畝
二
十
二
歩

①
今
村
郷
西
の
原
千
百
九
十
二

番
の
二
畑
三
畝
十
三
歩

⑤
富
の
原
郷
中
江
五
百
七
十
六

番
畑
一
反
渉

住
宅
の
補
充
入
居
申

込
み
を
す
る
か
た
に

⑦
苛
百
郷
間
百
六
審
イ

畝
六
歩

③
玖
島
郷
鳥
越
八
百
十
二
番
八

百
十
三
番
合
併
第
一
回
三
畝

十
歩
外
五
歩
畦
畔

①
玖
島
郷
田
向
卒
百
九
十
九
番

三

畑

一
反
八
畝
ニ
歩

内
陸

畔
十
三
歩

⑪
並
松
郷
百
本
松
六
百
二
十
五

番

五

畑
三
畝
二
十
一
歩

⑪
宮
代
郷
陣
崖
中
二
千
八
十
五

者
山
林
一

反
五
畝
歩

⑫
田
下
郷
山
口
四
十
八
番

田

七
畝
二
十
八
歩

⑬
大
村
市
五
百
三
十
六
番
の
一

家
屋
番
号
岡
市
四
百
十
七
番
の

七

木
造
瓦
葺
平
家
住
家
一
棟

建
坪
二
十
坪
五
合
一
勺

⑪
電
話
加
入
権
大
村
局
八
百

六
十
七
番

⑬
同
右
大
村
局
二
百
五
十
番

⑬
同
右

大
村
局
七
百
二
十
六

審⑪
同
右

番⑬
一同
右

大
村
局
九
百
六
十
九

竹
松
山
同
二
十
五
番
出

(税
務
謀
)

忌
明
に
寄
付

だにる滞住
さ納 か 納宅
い入 たさ 使
し は れ用
て 早 て 料
くめ い を

田
12.9 

駆
除
期

間二
月
二
十

三
日
か
ら

二
月
二
十

八
日
ま
で

殺
そ
剤
の
申
込

(殺

事

u
ん

i
j

【配
置
す
る
場
一
そ
ば
や
畔
な
ど
が
適
当
で
す
。

ネ
コ
イ
ラ
ズ
団
子
一
号
)

一

法

…

所
】

一
屋

内
の
場
合
は
倉
庫
、納
屋
、
調

申
込
み
日
町
総
代、

班
長
、
各

一

周

…

屋

外
の
場
合
は
一
章
、
食
料
品
の
置
場
、
流
し
も

事
務
所
、
各
学
校
等
に
申
込
書
を

…

使

…
巣
穴
の
中
、
ま
た
?
と
、
食
器
棚
、
台
所
の
床
下
な
ど

配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

取
り
ま

へと

i
i~
は
そ
の
付
近
あ
る
一
い
つ
も
ね
ず
み
が
食
物
を
食
べ
に

と
め
て

(町
内
お
よ
び
団
体
で
)

い
は
常
に
被
害
を
受
け
る
作
物
の
一
来
る
場
所
、
-ま
た
は
ね
ず
み
の
通
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九
州
交
通
安
全
協
会
で
は
新

道
路
交
通
法
に
つ
い
て
の
論
文

と
体
験
談
を
募
集
し
て
い
ま
す

ム
テ

i
マ

論

文
日

「
右
側
通

行
を
励
行
さ
せ
る
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
」
体
験
談
H

市
内
岩
松
郷
凶
O
二
川
口
博
さ

「

私

は

新

道

路

交

通

法

を

と

の

ん

は

実

母

故

ス

ヱ

さ

ん

の

忌

明

に

よ

う

に

実

践

し

て

い

る

」

あ

た

り

社

会
福
祉
事
業
費
に
と
金

ム
応
募
方
法
四
百
字
詰
原
稿
現
在
市
内
の
市
、
県
営
住
宅
で
金
を
支
払
う
能
力
の
あ
る
者
。
一
ニ
千
円
を
一
月
三
十
日
大
村
市
社

用
紙
五
枚
以
内
に
ま
と
め
、

封

家
が
空
い
た
場
合
は
補
充
入
居
者
①
現
に
日
出
し
、
ま
た
は
同
居
会
福
祉
協
議
告
へ
寄
付
さ
れ
ま
し

筒
に
入
れ
開
封
で
八
円
切
手
を

の
中
か
ら
拍
せ
ん
ま
た
は
選
考
に
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
り
住
宅
た
。

は
っ

て

福
岡
市
天
村
町
一

番

よ
り
入
居
者
を
決
定
い
た
し
て
お
に
困
潤
し
て
い
る
乙
と
が
明
ら
か

地
九
州
管
区
響
察
局
内
九
り
ま
す
。
補
充
入
居
申
込
の
受
付
な
者
で

一
世
情
一
戸
に
限
り
ま
す

州
交
通
安
全
協
会
ヘ

二
月
二
十

け
は
市
役
所
建
散
謀
で
取
り
扱
っ
現
在
県
、
市
営
住
宅
管
理
戸
数

日
ま
で
に
郵
送
す
る
と
と
。
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
申
込
書
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

(原
稿
に
は
庄
的
、
職
業
、
氏
有
効
期
間
は
一
カ
年
で
す
。

公
、
市
営
住
宅
五
一
四
戸

名
、
年
令
を
明
記
の
乙
と
)

【
入
居

資

格

〕

県

営

ア
パ
ー
ト

六
八
一戸

ム
賞
金

一
等
一
万
円
各
一
名
①
本
市
住
民
ま
た
は

本

市

に

動

計

五

八

二

戸

二
等
五
千
円
各
一
名
、
一
ニ
等
ニ
務
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
独
立
の
(
建
設
課
)

千
円
各
一
名
(
庶
務
課
)

生
計
を
営
み
、
か
つ
家
賃
及
び
敷


